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背　　景
　私達はセルロースナノファイバーを使い「透明な紙」を発明しました。また、デバイス回路をセルロースナノファイ
バー薄膜で覆っておくと、水没した際の短絡故障を防ぐことも明らかにしました。さらに、生分解性デバイスへの応
用も可能です。

概要・特徴
●フレキシブル電子デバイスへの応用に向けて、セルロースナ
ノファイバー材料の開発を行っています。
●水没故障を防ぎ、土に還るセンサデバイスを実現します。

技術内容
【濡れても、故障しない電子機器の実】
●電子回路は濡れると、ショートし、発熱・発火します。
●従来は、回路が濡れないように、ポリマーで防水コート
（封止）しています。しかし、ポリマー封止材が破損すると、
水が浸入し、ショートします。●セルロースナノファイ
バー薄膜で回路をコートしておけばショートしません。ま
た、もし薄膜が破損しても、ショートしません。
【土に還るセンサデバイスの開発】
●セルロースナノファイバーを用いて、高性能キャパシタ
を開発しました。●コイルや抵抗なども実装し、雰囲気湿
度情報を無線送受信できるセンサデバイスを開発しました。
●このセンサデバイスは、紙（セルロースナノファイバー）
と金属、石ころ（鉱物）という自然の恵みだけで作られてい
ます。●したがって、使用後に土中へ放置すると、40日後
には総体積の95%以上が分解します。

社会への影響・期待される効果
　これまでのポリマーベースの電子デバイスは、割れて濡れると短絡故障します。しかしセルロースナノファイバー
を利用すれば、割れて濡れても、電子デバイスは短絡故障しません。また、ポリマーベースの電子デバイスは野外放
置するとゴミになりますが、セルロースナノファイバーを利用した電子デバイスは循環型資源になります。したがっ
て、セルロースナノファイバーは、これからの未来社会において重要な材料となるでしょう。

▼

電子デバイス用セルロースナノファイバー材料の開発
Developments of cellulose nanofiber materials for electronic device
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